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平成31年度国民健康保険事業費納付金算定に係る係数

医療費指数反映
係数（α）

年齢調整後の医療費指数を納付⾦の配分に全て反映
（α＝１）する。

所得係数（β）

納付⾦総額のうち、所得のシェアで配分する部分の割合は、
県の所得水準に応じて算出した所得係数（β）を使用して算
出する。
※所得係数（β）＝ 県平均の１人当たり所得

÷ 全国平均の１人当たり所得
・医療分︓0.8620198088318
・後期⾼齢者⽀援⾦分︓0.8626505224863
・介護納付⾦分︓0.8259139795066

納付⾦配分⽅式 ３⽅式とする。
（所得割、均等割、平等割）

均等割指数
（均等割と平等割
の割合）

医療分、後期⾼齢者⽀援⾦分、介護納付⾦分のいずれも均等
割指数は０.７とする。
（均等割と平等割の割合は、７︓３）

賦課限度額 国⺠健康保険法施⾏令または地⽅税法施⾏令のとおりとする。

⾼額な医療費
（80万円超）の
調整

必ずしも市町の責めによらない場合もあることから、⾼額レ
セプトのうち80万円を超える部分については、県全体で共
同負担するよう調整する。

調整係数（γ）

「所得水準」「医療費水準」反映後の各市町の納付⾦基礎額
の総額を県の総額に合わせるための係数。
・医療分︓0.8744754835748
・後期⾼齢者⽀援⾦分︓0.9999999988831
・介護納付⾦分︓0.9999999956553

※α（医療費指数反映係数）︓年齢調整後の医療費指数の差を納付⾦に反映させる係数
※β（所得係数）︓納付⾦総額のうち所得のシェアで配分する部分の割合を定める係数


